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生
誕
100
年 

香
月
泰
男

メ
タ
ボ
予
防
に

今
日
か
ら
始
め
る
運
動
習
慣
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
の
い

ず
れ
か
の
う
ち
2
つ
以
上
を
あ
わ
せ

も
っ
た
状
態
で
す
。
内
臓
脂
肪
が
過

剰
な
状
態
で
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

症
、
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
を
併
発
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
複

し
た
場
合
に
は
、
命
に
か
か
わ
る
病

気
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

原
因
は
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足

な
ど
、
不
摂
生
な
生
活
習
慣
が
積
み

重
ね
と
な
り
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
、

予
防
・
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に

つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
運

動
す
る
と
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増

え
、
身
体
機
能
が
活
性
化
し
、
血
糖

や
脂
質
が
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
内
臓
脂
肪
が
減
少
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
糖
値
や
血

圧
等
が
改
善
さ
れ
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
に
よ
っ
て
体
力
の
向

上
効
果
も
あ
り
ま
す
。
脂
肪
は
燃
え

る
と
き
に
た
く
さ
ん
の
酸
素
を
必
要

と
す
る
の
で
、
酸
素
を
体
内
に
取
り

入
れ
な
が
ら
行
う
有
酸
素
運
動
は
、

脂
肪
の
燃
焼
に
効
果
的
で
す
。
息

を
切
ら
さ
ず
に
長
く
続
け
ら
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ゆ
っ
く
り
泳
ぐ
水

泳
な
ど
が
、
有
酸
素
運
動
で
す
。
な

か
で
も
、
誰
で
も
気
軽
に
、
安
全
に

始
め
ら
れ
る
運
動
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。健
康
の
た
め
に
、自
分
に
合
っ

た
長
く
続
け
ら
れ
る
運
動
を
日
々
の

生
活
習
慣
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

〈
運
動
の
効
果
〉

・
体
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る

・
足
腰
の
筋
肉
の
衰
え
を
防
ぐ

・ 

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
改
善
に
効

果
的

運
動
で
メ
タ
ボ
を
防
ご
う
！

保
健
Ｍ
Ｅ
Ｍ
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突
然
、
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ

た
と
き
、
私
た
ち
は
適
切
な
行
動

が
と
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
時
の
行
動

・ 

地
震
の
時
は
、
ま
ず
身
の
安
全

を
図
り
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま

で
よ
う
す
を
み
る

地
震
直
後
の
行
動

・ 

火
の
始
末
を
す
る
。
出
火
し
た

時
は
落
ち
つ
い
て
消
火
す
る

・ 

屋
内
で
転
倒
、
落
下
し
た
家
具

類
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注
意

・
避
難
の
た
め
出
口
を
確
保
す
る

・ 

屋
外
で
は
落
下
物
な
ど
に
注
意

・ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
近
づ
か
な
い

地
震
後
の
行
動

・ 

ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
、消
防
署
、行
政

な
ど
か
ら
正
し
い
情
報
を
得
る

・ 

自
宅
の
安
全
を
確
認
後
、
近
隣

の
安
否
を
確
認
す
る

・ 

下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
近
隣
で

協
力
し
、
救
出
・
救
護
す
る

・ 

避
難
す
る
時
は
ブ
レ
イ
カ
ー
を

切
り
、
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
る

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
！

▼住宅用火災警報器の普及率
（７月 31 日現在）

長門市全体 70.7％

長門地区 67％

三隅地区 67％

日置地区 79％

油谷地区 80％

年
10
月
25
日
に
は
、
近
代
日

本
洋
画
界
に
偉
大
な
足
跡
を

残
し
た
香
月
泰
男
画
伯
の
生
誕
100
年

を
迎
え
ま
す
。

　

香
月
泰
男
美
術
館
で
は
、
こ
の
生

誕
100
年
を
記
念
し
て
、
代
表
作
〈
シ

ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
〉の
中
か
ら『〈
私

の
〉
地
球
』
な
ど
４
点
を
本
市
と
し

て
初
め
て
公
開
す
る
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
三
隅
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
郷
里
を
離
れ
る
こ
と
な
く
創
作

活
動
に
情
熱
を
燃
や
し
続
け
た
画
伯

の
魅
力
と
、「
黒
」
と
「
顔
」
の
表

現
誕
生
の
背
景
に
迫
る
こ
の
特
別
展

を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

９
／
28 

（水）
〜
11
／
28 

（月）

※
休
館
日　

火
曜
日

■
開
館
時
間　

９

：

00
〜
17

：

00

※
入
館
は
16

：

30
ま
で

■
入
館
料　

一
般 

５
０
０
円

※
高
校
生
以
下 

２
０
０
円

※
長
門
市
民
は
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
‐
２
５
０
０

生
誕
100
年
記
念
講
演
会

〜
私
と
香
月
泰
男
〜

別
展
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
香

月
画
伯
と
親
交
が
深
く
、
香

月
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ

る
評
論
家
、
立
花
隆
氏
に
よ
る
記
念

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
は
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
画
伯
は
な
ぜ

こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
死
ぬ
ま
で
描
き
続
け

た
の
か
な
ど
を
、
旧
知
の
目
に
映
っ
た

画
伯
の
人
間
像
や
画
業
な
ど
も
交
え
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
日
時　

９
／
27 

（火）

　

18

：

30
〜
20

：

00
（
18

：

00
開
場
）

■
場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
劇
場

■
講
師　

評
論
家  

立
花 

隆 

氏

■ 

入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券
が

必
要
）

※ 

入
場
整
理
券
は
、
９
月
１
日
か
ら

香
月
泰
男
美
術
館
、
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
各
支
所
総
合
窓
口
課
、
各

公
民
館
、
図
書
館
、
企
画
政
策
課

で
事
前
配
布
し
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
企
画

調
整
係　
　
　

℡
23
‐
１
２
２
９

こ
ん
に
ち
は
☆

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
23 

‐
１
２
４
４

９
月
は
認
知
症
月
間
で
す

〜
よ
く
あ
る
相
談
の
中
か
ら
〜

「
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
」

Ｑ
私
た
ち
若
夫
婦
は
勤
め
の
た

め
、
義
母
は
日
中
ひ
と
り
で
す
。

最
近
同
じ
話
を
何
度
も
繰
り
返

し
た
り
、
物
忘
れ
が
多
く
、
こ

の
ま
ま
ひ
ど
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
で
す
。
み
ん
な
が

集
ま
る
場
所
に
参
加
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
食
事
・
入
浴
な
ど
日
常
生
活

上
の
支
援
を
日
帰
り
で
行
う
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　

 

介
護
老
人
福
祉
施
設
や
介
護

老
人
保
健
施
設
が
利
用
で
き

ま
す
（
認
知
症
対
応
型
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
）

・
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

　

 

地
域
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
や
公
共
施
設
で
実
施
し

て
い
る
介
護
予
防
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
ほ

か
、
地
域
の
集
会
所
等
で
サ

ロ
ン
に
も
参
加
で
き
ま
す

 

※ 

サ
ロ
ン
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
社
会

福
祉
協
議
会　

℡
22
‐
８
２
９
４

Ｑ
高
齢
の
夫
婦
２
人
暮
ら
し
で

子
ど
も
は
遠
く
に
い
ま
す
。
夫

（
妻
）
が
認
知
症
で
介
護
を
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
が
長
期
不
在

の
時
、
夫
（
妻
）
を
１
人
に
し
て

お
け
な
い
の
で
何
か
利
用
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
施
設
に
短
期
間

入
所
し
、
食
事
等
日
常
生
活
上

の
支
援
や
機
能
訓
練
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

・
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　

 

介
護
老
人
福
祉
施
設
や
介
護

老
人
保
健
施
設
が
利
用
で
き

ま
す
（
要
介
護
度
に
よ
り
適

応
日
数
が
異
な
り
ま
す
）

・
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

　

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
１
週

間
程
度
利
用
で
き
ま
す

■ 

相
談
窓
口　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
介
護
支
援
専

門
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

・ 

心
肺
機
能
の
改
善
、
血
液
循
環
が

良
好

・
脳
の
活
性
化
、
老
化
の
防
止

・
骨
粗
鬆
症
の
予
防

〈
安
全
に
運
動
を
行
う
た
め
の
注
意
点
〉

・ 

事
故
の
予
防
と
運
動
後
の
疲
労
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
準
備
運
動
と

整
理
運
動
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

・ 

そ
の
日
の
体
調
に
あ
わ
せ
て
、
行

う
運
動
の
量
や
強
度
を
調
節
し
ま

し
ょ
う

・ 

運
動
中
に
は
た
く
さ
ん
の
汗
を
か

く
た
め
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る

前
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う 

・ 

無
理
を
せ
ず
、
初
め
の
頃
は
ゆ
っ

く
り
と
よ
う
す
を
見
な
が
ら
徐
々

に
歩
き
ま
し
ょ
う 

▲立花 隆 氏

香月泰男美術館の展覧会スケジュール
展覧会名 期間

欧州遊学スケッチ展Ⅱ ～９／19（月）

黒への確信
～シベリヤ里帰り展～
（同時開催：
欧州遊学スケッチ展Ⅲ）

９／28（水）
～11／28（月）

欧州遊学スケッチ展Ⅳ
12／３（土）
～１／30（月）

欧州遊学スケッチ展Ⅴ
２／３（金）
～３／26（月）

　

黒
へ
の
確
信　

〜
シ
ベ
リ
ヤ
里
帰
り
展
〜

本

特

▲青の太陽


